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2都市再生自治体等交流会議i-

会議で使用するデータを分析

１.会議で使用する資料作り



１.講習会で使用する資料作り

3都市再生自治体等交流会議i-

地域別・産業別の売上高の地域分布を分析



4都市再生自治体等交流会議i-

最初に地方創生や起業に関する説明を行い、その後地域の売上分布について
説明

２.講習会の様子



5都市再生自治体等交流会議i-

参加者が実際に３Dマウスを使い、人口や売上高の分布を分析

２.講習会の様子



6都市再生自治体等交流会議i-

２.講習会の様子

参加者が実際に３Dマウスを使い、人口や売上高の分布を分析



３．利点と今後要望したいデータについて

7都市再生自治体等交流会議i-

○利点

人口の分布・変化や地域別の売上額を可視化し、直感
的に情報を得ることが出来るため、普段目につかない地
域にも注目し今後の展望を検討することが出来る。

○今後要望したいデータについて

各駅の乗降客数、世帯数、自動車保有台数、主要道路
の交通量など
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